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死刑継続国と死刑廃止国の比較

〜イギリスと日本〜
I.K＜国①ゼミ＞

１．はじめに

　近年、死刑廃止の傾向が強まっている。死

刑制度に対する意見は、｢存続するか｣｢廃止

するか｣が明確に分かれているが､なぜこのよ

うに別れるのだろうか。現制度を続ける理由

を軸に存続国の日本と廃止国のイギリスを比

較する。

２．仮説と調査方法

　国連では人権を尊重するために死刑廃止

を推進しており､世界的にも人権は重要視さ

れている。したがって世界では死刑廃止の

傾向が強まっていると考えられる。一方､日

本では世論の影響が強いため存続している

と考えられる。そこで日本と比べるために似

た立法過程であり､死刑の影響の捉え方が

違うイギリスを選ぶ。

　どちらの国も世論に影響を与えるような事

柄･世論･その世論の受け止め方を調べる。

３．整理・分析

3.1イギリスについて
3.1.1過去の死刑にまつわる事件(1)

　イギリスには物議を醸した3件の死刑が行

われた事件がある。1つ目はティモシー･エ

ヴァンスの事件だ。この事件では裁判中の虚

偽の自白の撤回を聞き入れてもらえなかった

こと､処刑後に行われた調査では期間が短く

エヴァンスの近親者が無罪を主張する機会

がなかったことが問題点としてあげられる。2

つ目はデレク･ベントレイの事件である。この

事件ではベントレイが精神遅滞に近かったこ

と、逮捕後に行われた殺人によって死刑が

確定したことが問題点としてあげられる。3つ

目はルース･エリスの事件だ。この事件では

エリスは魅力的な女性で子供を持ち暴力を

受けていたため世間の同情を多く集めたこと

が問題点としてあげられる。

3.1.2世論(3)

　死刑廃止後､1970年代に死刑を支持する

保守党の政権が復帰した。特にテロ事件や

評判の悪い殺人事件の後などには死刑再

導入の試みが何度も行われた。そのうち

1965年から1994年には13回この試みが行わ

れたがその度に否決されてきた。以下は当

時のipsosによる調査である。(2)

　表1　ipsosによる死刑が正当化されるかについて筆者作成

この表から当時は死刑を支持している人が

過半数を超えていることがわかる。

3.1.3政府の考え
　「人権と民主主義の促進は英国にとって優

先事項である。」

　これは2011年の外務・英連邦省の言葉で

ある。これらのことから世論ではなく人権を重

視していると考えられる。

3.2日本について
3.2.1過去の死刑にまつわる事件
　日本には飯塚事件･免田事件等の死刑判

決が確定した冤罪事件があるが、その事件

の前後で世論の傾向に変化が見られなかっ

たため割愛する。

3.2.2世論

　以下は令和元年と昭和31年に行われた死

刑廃止に賛成かどうかを尋ねた世論調査で

ある。（上:令和元年　下:昭和31年）

表2　日本の死刑廃止の世論調査(筆者作成)(6)(7)

設問. 死刑制度に関して、このような意見がありますが、

あなたはどちらの意見に賛成ですか。

わからない･一概

には言えない
死刑は廃止すべ
きである

死刑もやむを得な

い

10.2％ 9.0％ 80.8％
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いいえ･決し

て
17％ 21％ 23％ 19％ 33％

わからない 2％ ２％ ３％ ３％ ４％



設問．死刑制度に関して、このような意見がありますが、

あなたはどちらの意見に賛成ですか。

わからない (廃止に)賛成 (廃止に)反対

17％ 18％ 65％

この結果から死刑廃止に反対の人が多いこ

とがわかる。また平成6年9月･平成11年9月･

平成16年12月に実施した世論調査の結果

では死刑は抑止効果を有するということを指

示している人が過半数を超えている。

3.2.3政府の考え(4)

　死刑に関する世論調査の開始である昭和

31年4月から､斎藤健･上川陽子･森まさこ等

約26名が死刑廃止に関して国民感情や世

論を踏まえて判断すべきと考えている。特に

1989年の死刑廃止条約発効からは26名の

内21人がこのように判断している。このことか

ら法務大臣は死刑廃止では世論をふまえる

べきだと考えていることがわかる。また死刑を

廃止し凶悪犯罪の数が増加したとしてもそれ

が廃止が原因か他の要因が原因かがわから

ないため死刑による抑止効果の有無を証明

することは不可能である。しかし国会では平

成6年9月･平成11年9月・平成16年12月に実

施した世論調査の結果から死刑は一定の抑

止効果を有していると考えている。

４．考察

　イギリスの死刑廃止時と日本が死刑廃止し

ている上での世論調査ではどちらの国も死

刑を支持している人が少なからず存在して

いた。しかし日本は死刑を存続させ､イギリス

は死刑を廃止させるというように立場が分か

れていった。このように分かれた理由としてイ

ギリスでは過去にあった物議を醸した事件や

冤罪事件の存在や人権を重視しているから

だということがわかる。一方日本では世論調

査の結果など国民感情を重視し影響を受け

ているからだということがわかる。

５．終わりに

5.1結論
　イギリスでは死刑廃止前には事件に対する

批判や同情など世論の影響を受け廃止し

た。現在では死刑廃止当時や前後では死刑

を支持する世論が多く見られた。しかしそれ

にも関わらず人権を重視して死刑廃止を維

持している。日本では世論調査の影響を大

きく受け死刑を存続している。

5.2今後の課題
　イギリスでは冤罪に近い事件があり政府が

人権を重視していた。また死刑廃止条約な

ど世界的には死刑廃止の考えが広まってい

る。このような状況の中日本の死刑における

人権の考えはどうなっているのだろうか。今

後はこのことについて調べていきたい。
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